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平塚市遺跡分布地図  変更増補 
―平成２０年２月～平成２９年４月― 

     

「埋蔵文化財包蔵地」（まいぞうぶんかざいほうぞうち）とは、地下に文化財が埋蔵されている土地のこ

とを言い、「遺跡」とほぼ同じ意味で使われます。 

 遺跡分布地図上に示されている範囲は、埋蔵文化財の存在が確認されている範囲、あるいは包蔵さ

れている可能性が高いと認識されている範囲で「周知の埋蔵文化財包蔵地」として神奈川県教育委員

会の埋蔵文化財包蔵地台帳に記されているものです。範囲の把握は過去の発掘調査、試掘確認調

査、分布調査や当該地の地形等のデータに基づいていますが、常に最新の調査成果を取り入れて範

囲の変更増補を行っています。 

 平塚市では、遺跡分布地図を刊行し埋蔵文化財包蔵地の周知を図っていますが、現行の遺跡分布

地図（平成 20 年 2 月作成）以降の変更箇所についてご案内します。 

 

埋蔵文化財包蔵地 変更増補一覧 

     

 遺跡№ 遺跡名 所在地・変更内容 変更日 

１ ２３７ き たかな めつかご しいせ き 

北 金 目 塚 越 遺 跡 

北金目所在。中世・近世の小穴群などの遺

跡の広がりが確認され拡大 

平成 21． 9．11 

２ ２３７ き たかな めつかご しいせ き 

北 金 目 塚 越 遺 跡 

北金目所在。中世・近世の溝などの遺跡の

広がりが確認され拡大 

平成 22． 3．31 

３ ２３７ き たかな めつかご しいせ き 

北 金 目 塚 越 遺 跡 

北金目所在。近世以前の整地層などの遺跡

の広がりが確認され拡大 

平成 24． 9．14 

４ １９０ し の み や ご う ど い せ き 

四 之 宮 神 戸 遺 跡 

四之宮所在。奈良・平安時代の住居跡など

の遺跡の広がりが確認され拡大 

平成 25． 6. 14 

５ ２１３ さ ん の う Ｂ い せ き 

山 王 Ｂ 遺 跡 

四之宮・西真土所在。奈良・平安時代、中世

の遺跡の広がりが確認され拡大 

平成 25． 9．25 

６ ９ す み ぞ め い せ き 

墨 染 遺 跡 

大神所在。中世の遺跡の広がりが確認され

拡大 

平成 26． 6． 5 

７ ２１１ か じ や は ら Ａ い せ き 

梶 谷 原 Ａ 遺 跡 

西真土所在。奈良・平安時代、中世の遺跡

の広がりが確認され拡大 

平成 26． 6．23 

８ １３５ や う じ い せ き 

ヤ ウ ジ 遺 跡 

土屋所在。奈良・平安時代の遺物の散布が

確認され拡大 

平成 27．11．27 

９ ２３７ き たかな めつかご しいせ き 

北 金 目 塚 越 遺 跡 

北金目所在。近世以前の整地層などの遺跡

の広がりが確認され拡大 

平成 27．12．31 

１０ ２２１ さ め か わ い せ き 

鮫 川 遺 跡 

西八幡・東八幡所在。奈良・平安時代の溝

などの遺跡の広がりが確認され拡大 

平成 28． 1．14 

１１ ９ す み ぞ め い せ き 

墨 染 遺 跡 

大神所在。中世の遺跡の広がりが確認され

拡大 

平成 29． 3．21 
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埋蔵文化財包蔵地の変更増補 １／２ 

   

 

 

 

１ №237 北金目塚越遺跡（スミ部拡大） 

 

 ２ №237 北金目塚越遺跡（スミ部拡大） 

 

 

 

 

３ №237 北金目塚越遺跡（スミ部拡大） 

 

 ４ №190 四之宮神戸遺跡（スミ部拡大） 

 

 

 

 

５ №213 山王Ｂ遺跡(スミ部拡大)  ６ №9 墨染遺跡(スミ部拡大) 
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埋蔵文化財包蔵地の変更増補 ２／２ 

   

 

 

 

７ №211 梶谷原Ａ遺跡（スミ部拡大） 

 

 ８ №135 ヤウジ遺跡（スミ部拡大） 

 

 

 

 

９ №237 北金目塚越遺跡（スミ部拡大） 

 

 １０ №221 鮫川遺跡（スミ部拡大） 

 

 

  

１１ №9 墨染遺跡(スミ部拡大)   

 

 


